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高度衛生管理基本計画 

 

１．地区名 

  石巻地区 

２．地域の現況 

都道府県名 宮城県 関係市町村名 石巻市 

地域の特徴  

石巻漁港は宮城県仙台湾北東部、旧北上川の河口に位置する特定第 3種漁港である。当

地区は、リアス式海岸を有する南三陸金華山国定公園の最南部の水産観光拠点都市であ

り、親潮と黒潮が交わる全国有数の良好な金華山漁場に面し、近隣に沿岸漁場や増養殖業

に適したリアス式海岸が形成されていることから、漁業を営む自然環境に恵まれた全国で

も屈指の水産業が盛んな地域である。 

石巻漁港は昭和 26年に第 3種漁港の指定を受け、昭和 37年までに河川区域内の桟橋、

航路泊地が整備された。昭和 39 年の第 3 次漁港整備計画から旧北上川河口の東側に現在

の新漁港の建設を漁港修築事業により整備を進め、昭和 48 年には特定第 3 種漁港の指定

を受け、翌年の昭和 49 年の市場開設とともに開港し、水産物の生産・流通の拠点として

整備を進めている。 

石巻漁港の地区人口は約 8,000人で石巻市全体（約 16万 6千人）の約 5%を占めている。 

平成 23年 3月 11日の東日本大震災により、当地域は甚大な被害を受け、復興に向けた

取り組みが進められている。水産業の復興は、水産加工業の復興、市の産業の復興に繋が

る重要な位置づけである。 

 

水産業の役割  

石巻漁港は、親潮と黒潮が交わる全国有数の良好な金華山漁場に面し、近隣に沿岸漁場

や増養殖業に適したリアス式海岸が形成されていることから全国でも屈指の水産業が盛

んな地域となっている。営まれる漁業は、旋網（まぐろ、かつお、さば、いわし等）、さ

んま棒受け網漁業、沖合底曳き網漁業から定置網漁業や海面養殖まで多様であり、200 種

類を超す多種の水産物が陸揚げされている。 

陸揚げ量は平成元年の 287 千トンをピークに減少しているものの、ここ 10 年では 120

千トンから 170 千トンで安定して推移しており、平成 21 年で 115千㌧（全国で第５位）

の水揚げを誇る全国でも有数の生産拠点となっている。 

また、同漁港は日本有数の水産物の生産拠点であると同時に、全国的な水産物流通拠点

でもある。同漁港の陸揚げ岸壁背後には、石巻市が水産物地方卸売市場を開設しており、

同港に水揚げされる水産物の他、近隣の漁港からも水産物が集まってきている。 

同漁港背後には水産加工団地（平成 21年度で事業所数 193社）が形成され、漁港で陸

揚げされた水産物の多くが供給されている。同水産加工団地に出荷された水産物は、鮮魚

や冷凍水産物、水産加工品（練製品、塩蔵品、魚卵品等）として全国へ出荷されている。

水産加工団地取扱いの約７割は県外向けに出荷されており、一部は輸出にも向けられてい

る。また、一部品質の高い鮮魚（さば、かつお、ぎんざけ）については、地域ブランド「金

華さば」「金華かつお」「金華ぎん」として、流通している。 

 

（被災前：平成２１年時点） 

漁港：石巻漁港 種別：特定第３種 所在地：宮城県石巻市 

石巻魚市場取扱量：    115,066㌧ 石巻魚市場取扱金額：            153億円 

属地陸揚量：114,943トン 属人陸揚量：30,131トン 属地陸揚金額：15,209百万円 

登録漁船数：52隻 利用漁船数：563隻  
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衛生管理の基本的な考え方  

石巻漁港は、陸揚量では全国第５位を誇る国内有数の水産物の生産・流通の拠点となっ

ている。同漁港において、高度な衛生管理を実現することは、全国の消費者に安全・安心

な水産物を提供する上で欠かせない課題である。 
特に、石巻漁港は、東日本大震災により荷さばき所施設流失、岸壁、用地、道路沈下等

の壊滅的な被害が生じており、復興に向けた取り組みが進められているが、地域水産業を

支えてきた市場の復旧・復興が最優先課題となっている。現在、漁港管理者である宮城県、

市場開設者である石巻市、卸売人である（株）石巻魚市場、水産加工業界、漁業者による

検討の場において、今後の石巻漁港の復旧・復興にあたっては、「高度衛生管理」を導入

し、海外マーケットに通用する市場機能をもつ漁港として再生する方向性が決定した。 
 

【本計画における高度衛生管理とは】 
取り扱われる水産物について、陸揚げから荷さばき、出荷に至る各工程において、（生

物的、化学的あるいは物理的）危害を分析・特定の上、危害要因を取り除くためのハード

及びソフト対策を講じるとともに、取り組みの持続性を確保するための定期的な調査・点

検の実施ならびに記録の維持管理と要請に応じた情報提供を可能とする体制を構築する

ことで、総合的な衛生管理体制の確立を目指すものである。 
 

【高度衛生管理導入の対象エリアと対象水産物】 
石巻漁港における水揚げの全てが集中するとともに、近隣漁港からも陸送で水産物が集

まる陸揚げ岸壁とその背後に魚市場が立地する荷さばき所を対象範囲として、石巻漁港で

陸揚げ、又は陸送で搬入され、魚市場で取り扱われる全ての水産物を対象とする。 

 
石巻漁港（被災前：平成 16 年） 

高度衛生管理対象エリア 
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【高度衛生管理対象範囲の陸揚げ・荷さばきの現況（被災前）】 
 
 石巻漁港における水揚げの全ては、市場前面岸壁で行われており、漁業種ごとに水揚げ

する岸壁と背後市場の荷さばき箇所が設定されている。 
 
「活魚等荷さばきエリア」・定置網、陸送による沿岸の鮮魚・活魚 

「底曳き荷さばきエリア」・沖合底曳き網、近海底曳き網、小型底曳き網 

「旋網荷さばきエリア」・・サバ旋網、イワシ旋網、鮪鰹旋網・一本釣り、サンマ棒受け 

「養殖荷さばきエリア」・・養殖（ぎんざけ） 

「冷凍エリア」・・・・・・海外旋網（鰹鮪） 

※下線で示した漁業からの水産物の一部は、トラック直積み 

 

鮪鰹旋網・一本釣りや大型定置網、養殖漁業（ぎんざけ等）等からの陸揚げ、陸送によ

る水産物は、市場で選別・セリ売りされた後、主に、背後の水産加工団地へ出荷される。

なお、大量に漁獲されるサバ旋網、イワシ旋網、沖合底曳き網漁業やサンマ棒受け網漁業

からの水産物は、市場での選別は行わず、先行して陸揚げした分(スカイタンクで市場内

陳列)に対して見本セリを行い、トラックに直積みされた水産物をトラックスケールで計

量し、そのまま出荷される。また、海外旋網からの冷凍カツオは、陸揚げ、選別された後、

主に相対取引により、そのまま焼津方面へ出荷される。 

 

 
 

図 被災前の陸揚げ岸壁・市場利用ゾーニング 
 
【活魚等荷さばきエリア】 
①定置網 
主な漁獲物はイワシ、サバであるが、時期ごとに多様な魚種が漁獲される。 
陸揚げは、漁獲される魚種・量に応じて様々な形態を取る。漁獲物が大量の場合、漁船

からタモ網にてスカイタンクもしくは出荷トラックに直接陸揚げされるが、漁獲物が少量

の場合は船上で一部選別され、樽等で陸揚げされる。大量に陸揚げされた水産物は、トラ

ックに直積みされ、市場背後の出荷トラック待機スペースにてそのままの状態で露天にて

入札まで保管される。これ以外の水産物は、フォークリフト等にて背後の陳列作業スペー

スへ移送され、必要に応じて選別され、魚種毎に土間置き、樽、魚箱、発泡等で陳列し、

入札される。陳列にあたっては、適宜施氷が施されている。朝から夕方まで入札販売が行

われており、入札後は岸壁や市場内で出荷トラックに積み込みを行い、出荷される。 
特に、大きさ、脂ののり等一定の基準を満たすサバは、地域ブランド「金華さば」とし

て流通している。 
 
②陸送搬入魚等 

陸送魚は他港で陸揚げ後に 2～4t トラックで樽・魚箱・発泡等に積み込まれた状態で活

魚等陳列エリアへ搬入される。一部魚種については、市場搬入後に選別を行い、陳列、セ

リ後に出荷される。陳列にあたっては、適宜施氷が施されている。 
 AM6:30 のセリにあわせて、AM4:00 より搬入・選別・陳列が行われるのが一般である。 



- 4 - 
 

 
【底曳荷さばきエリア】 
③沖合・近海・小型底曳き網 

主な漁獲物は沖ハモ、タコ、鮮魚類と多様な魚種が漁獲される。 
陸揚げ方法や出荷方法は、漁獲される魚種・量に応じて様々な形態を取る。大量漁獲物

であれば、漁船からタモ網にてスカイタンクもしくは出荷トラックに直接陸揚げされ、ス

カイタンクは市場の陳列作業スペースに保管される。トラック直積みの場合は、市場背後

の出荷トラック待機スペースおいて、そのままの状態で露天にて保管される。少量漁獲物

等で多魚種が混獲される場合は、船上で一部選別され、樽等で陸揚げの後、市場の陳列作

業スペースに運搬し、選別後、土間置き、樽、魚箱、発泡等で陳列し入札される。陳列時

には、適宜施氷が施されている。 
陸揚げは、前日の夕方から AM2:00 にかけて行われ、市場が開くＡＭ3:00～4:00 より

搬入・選別・陳列、AM6:30 に入札されるのが一般であるが、陸揚げ後から入札までの時

間が、他漁業種に比較して長いこと、トラック積みの水産物が露天で保管されていること

に衛生管理上留意する必要がある。 
 
【旋網荷さばきエリア】 
④サバ旋網、イワシ旋網、サンマ棒受網 
船倉で施氷による温度管理された状態で陸揚げされる。サバ・イワシ旋網の盛漁期には、

数十隻もの大量の陸揚げを行うため、見本セリにより効率的に出荷が行われる体制が取ら

れている。 
陸揚げは漁船からタモ網にて行われる。先行して見本入札分はスカイタンクに陸揚げ

し、フォークリフトで市場の陳列作業スペースへ搬入し、見本品で入札を行う。見本入札

後は、仲買・加工業者が手配した出荷トラックに漁船から直接陸揚げし、トラックスケー

ルにて重量を確認した後、随時出荷される。 
 
⑤鮪鰹旋網・一本釣り 
船倉で施氷による温度管理された状態で陸揚げされる。漁船よりタモ網で岸壁上の陸揚

台に揚げ、台に連結されたベルトコンベアで市場内へ移送される。市場内では、ベルトコ

ンベア上で陸上作業員により選別され、等級毎に施氷したスカイタンクに移され、陳列作

業スペースに保管される。全量の選別・陳列が完了するとセリを行う。岸壁や市場内にて

トラックに積み込み出荷される。 
陸揚げは AM7:00 から始められ、AM8:00～9:00 に見本セリが行われるのが一般的であ

る。 
特に、大きさ、脂ののり等一定の基準を満たすカツオについては、地域ブランド「金華

かつお」として流通している。 
 
【養殖荷さばきエリア】 
⑥養殖銀鮭 

養殖の銀ざけは、他港での陸揚げ後にトラックで運搬され、市場内に搬入・選別され、

施氷したスカイタンクで保管・陳列される。見本はスカイタンクの傍に置かれる。 
AM7:30 のセリにあわせて、AM4:00 より搬入・選別・計量・陳列が行われるのが一般

である。 
特に、大きさ、脂ののり等一定の基準を満たす銀ざけについては、地域ブランド「金華

ぎん」として流通している。 
 
【冷凍荷さばきエリア】 
⑦海外旋網 

主な漁獲物は冷凍カツオで、船内で凍結される。陸揚げは、数量が多いため、陸揚げ作

業効率化のために 1 隻の陸揚げに際して漁船クレーン 2 台、陸上クレーン 2 台または 4
台のクレーンの体制で、朝 8 時～夕方 17 時までを 2 日間掛けて行う。クレーンにより岸

壁上の陸揚台に陸揚げしたカツオは、台に連結したベルトコンベアで市場内に移送され、
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自動選別機により選別し、出荷トラックにベルトコンベアを利用して積み込まれる。取引

は、主に相対で行われ、トラック積み込み後は、焼津等へ向けて即時出荷する。一部は、

出荷調整のため港内の超低温冷蔵施設で保管される。 
 

 

問題点  

陸揚げから荷捌き、出荷の各段階において、衛生管理上、水産物への危害が懸念される

問題点（被災前）は以下のとおり。 
 

＜陸揚げ作業の環境について＞ 

・全てのゾーンにおいて、岸壁に屋根等が設置されておらず、露天での陸揚げ作業が行わ

れている。陸揚げ時には、雨水に晒されることに加え、相当数のカモメやカラス等鳥が

蝟集し、食害による魚体損傷や鳥糞付着等の問題が発生している。 
・定置網、沖合・近海底曳き網、サバ・イワシ旋網では、大量の漁獲物が上がった時の直

積み用出荷トラックが岸壁に乗り付けることとなるが、他の背後荷さばき所へ水揚げさ

れる水産物と動線が輻輳している。トラックからの排ガス、泥、ハネ等が岸壁を汚すと

ともに、取り扱われる水産物への異物の混入・車からの排ガスによる汚染の懸念がある。 
 
＜荷さばき作業の環境について＞ 
・荷さばき所は、外部からの壁や仕切りがなく、水産物取り扱いのエリア区分や動線管理

が定まっていないため、制限無く入場する不特定多数の車両や人から、取り扱われる水

産物への異物の混入・車からの排ガスによる汚染の懸念がある。 
 
＜陸揚げ・荷さばき時の水産物の鮮度保持等について＞ 

・漁獲物の保管には、基本的に魚箱への施氷、スカイタンクへの冷海水の使用等により温

度管理を実施しているが、大量に陸揚げされる魚種はトラックに直接積み込まれた状態

で、見本入札まで屋外で保管されるため、雨水・直射日光や魚体乾燥等の鮮度低下が問

題となっている。特に、沖合・近海・小型底曳きは深夜 2 時頃までに陸揚げされ、翌朝

の入札まで長時間保管されている状況となっている。 
・定置網、沖合・近海底曳き網では、選別作業時、低単価加工向けの魚種等では一部床面

への直置きを行うものもあり、衛生管理の観点から問題がある。（なお、震災後の陸揚

げ再開から、同取り扱いは行われていない。） 
 
＜陸揚げ・荷さばき時に使用する水について＞ 

・陸揚げ・荷さばき時に使用する水は、選別後のスカイタンクの鮮度保持や活魚水槽等に

使用する殺菌（ＵＶ）冷却海水、容器・床面洗浄等に使用する殺菌（次亜塩素酸）海水、

陸揚げ時の魚体洗浄やベルトコンベア等の資材洗浄に使用する漁船ポンプからの泊地

海水の３系統がある。殺菌冷却海水と上水の２系統は、殺菌処理がされているが、漁船

からの泊地海水は、未殺菌の状態であり、殺菌（ＵＶ）冷却海水に切り替えが行われて

きたところである。しかし、いずれの系統も水質の悪い岸壁前面泊地からの取水であり、

殺菌等処理をしているが、同処理能力に限界が来ている状態にある。 
 

＜岸壁・荷さばき所における作業排水について＞ 

・岸壁及び荷さばき所の作業排水は、泊地への直接流出は無く、排水溝により排水処理施

設へ集約され、適正に処理されている。一方、施設の老朽化による床面の不陸が多く、

作業排水が滞留する箇所が散見され、荷さばき箇所の清潔保持が問題となっている。 
・旋網やサンマ棒受け網の陸揚げ時は、血水の混ざった大量の船倉水を泊地に排出するた

め、港内の水質悪化が問題となっている。 
 
＜廃棄物処理について＞ 

・岸壁及び荷さばき所は、使用後に床面洗浄及び残渣等の廃棄物の収集を行っているが、
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老朽化による不陸のために床面に一部残っており、清潔保持が問題となっている。 
 

 
 

対応方針  

石巻漁港の岸壁・荷さばき所の復旧・復興にあたっては、被災前の状況と問題点を踏ま

え、高度衛生管理対象範囲における陸揚げから荷さばき、出荷の各段階において、水産物

への危害要因を取り除くためのハード及びソフト対策を以下のとおり講じるとともに、取

り組みの持続性を確保するための定期的な調査・点検の実施ならびに記録の維持管理と要

請に応じた情報提供を可能とする体制の構築を目指す。 
なお、実際の取組内容の実施にあたり、維持管理費の面等において、生産者および市場

関係者にとって過度の負担とならないよう考慮するとともに、効率的な陸揚げ・荷さばき

が実現できるよう配慮する。 
 

① 水揚げ・荷さばきエリアの再ゾーニング 
・効率的かつ衛生的な水揚げ・荷さばき体制の構築 

② 岸壁と荷さばき所の一体的な整備と衛生管理体制の構築 
 ・効率的かつ衛生的な水揚げ・荷さばき体制の構築 
・特に、鳥類による糞尿や食害、雨・風からの塵埃等異物混入の防止 

③ 車両・人・水産物の動線の明確化と選別・陳列・立替等作業エリアの区画化 
 ・車、人からの水産物の汚染の防止 
④ 水産物の温度管理・低温室の導入等 
・陸揚げ・荷さばき時の水産物鮮度保持 

⑤ 清浄海水取水施設の導入 
・陸揚げ・荷さばき時に使用する水の衛生確保対策 

⑥ 排水処理施設の導入 
・岸壁・荷さばき所における作業排水の適正処理 

⑦ 適切な廃棄物処理等 
・岸壁・荷さばき所の清潔保持の徹底 

⑧ 情報の記録・保管 
 ・衛生管理体制の構築 
 
 上記方針に基づく対応の概要は以下の通り。 

 
１．水揚げ・荷さばきエリアの再ゾーニング 
 
これまでの漁業種毎の水揚げゾーンの設定を見直し、より効率的な陸揚げと衛生管理が

実現できるよう、水揚げ形態毎に再ゾーニングを行う。すなわち、①据え付けの大型選別

機及びベルトコンベアで直接トラックに積み込みを行う荷さばき所（東）、②据え付けの

ベルトコンベア及び市場内で選別を行う荷さばき所（中央）、③トラック直積みの漁獲物

を保管する荷さばき所（直積みトラック）、④陸揚げ方法として、市場搬入とトラック直

積みを併用する漁業種のトラック直積み以外の水産物を陳列する荷さばき所（西）の４つ

のエリアに整理し、再ゾーニングを行う。 
 
 ①については、「海外旋網」を対象とする。海外旋網は冷凍魚を陸揚げし、ベルトコン

ベアから背後の出荷トラックへ直接積み込みを行うこととするが、一部は超低温冷蔵庫に

搬入することから、市場東側端部に配置する。なお、陸揚げには陸上クレーン車を利用す

ることから、陸揚げ岸壁への進入の際には、クレーン車のタイヤ洗浄を徹底することとす

る。 
 
②については、「鰹鮪旋網」、「定置網の一部」を対象とする。陸揚げ後にベルトコンベ

アで市場内へ移送し、選別作業後に全量をスカイタンクで陳列するエリアである。出荷は
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市場背後の専用プラットホームから行うこととし、陸揚げ岸壁への車両進入は禁止とす

る。 
 
③については、「定置網」「沖合・近海・小型底曳き網」を対象とする。大量漁獲物につ

いてトラック直積み後の陳列・セリを行うため、漁獲物が露天に晒されないよう、出荷ト

ラックを収容する荷さばき所を設ける。なお、当該漁業種の陸揚げ箇所は、長大な陸揚げ

岸壁を必要とすることから③、④のゾーンを利用し、多魚種の陸揚げによる輻輳を発生さ

せないために、「陸揚げ時間のスケジュール管理」「岸壁に進入するトラックのタイヤ洗浄」

「陸揚げ後の岸壁の洗浄」を徹底することとする。 
 
 ④については、「陸送搬入魚」、「沖合・近海・小型底曳き網（トラック直積み以外）」「養

殖銀鮭」「サバ・イワシ旋網」を対象とする。「陸送搬入魚」は他港からトラックで搬送さ

れるため、市場西側端部に搬入用プラットホームを配置することとする。「養殖銀鮭」に

ついても他港から陸送搬入されるが、据え付け式の選別機を利用することから、当ゾーン

の東側端部に配置する。「サバ・イワシ旋網」は、陸揚げ数量が多いため、先行して見本

セリを行う分のみスカイタンクで市場陳列し、見本セリ後はトラック直積み後、スケール

で計量して即時に出荷する。なお、市場での陳列については、土間おきの廃止を進めると

ともに、陳列時の鮮度管理のため、必要に応じて一部冷温室を設置する。 
 
 

 
 
 

２．岸壁と荷さばき所の一体的な整備と衛生管理体制の構築 
 
前述に基づき、再ゾーニングする全水揚げ・荷さばきエリアにおいて、鳥類による糞尿

や食害、雨・風等からの塵埃等異物混入の防止のための遮蔽が図られた「荷さばき所」と

「岸壁」を、計画段階から一体的に検討を進め、規模・配置・構造等を決定していくこと

とするとともに、適正な施設の管理・運営ならびに衛生的な水産物の取り扱いが実践され

るよう宮城県・石巻市及び市場関係者（生産者、卸、買受人等）による高度衛生管理の実

施体制を構築する。 
 
なお、岸壁と荷さばき所の一体的な整備と衛生管理体制の構築にあたっては、以下に配

慮することとする。 
・従来露天でセリまで待機していた直積みトラック内の水産物についても、高度衛生な管

理が実現されるよう岸壁・荷さばきの設計を行う。 
・岸壁においては、陸揚げ時漁船から迅速に荷さばき所に魚類が移送されるよう、ベルト

① ② ③ ④ 
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コンベア等一連の魚類移送システムの導入を検討する。 
・荷さばき所においては、底曳き網や旋網からの大量漁獲物を、トラックに直積みの上効

率的に出荷できるよう、トラックスケールを設置することとする。 
 
３．車両・人・水産物の動線の明確化と選別・陳列・立替等作業エリアの区画化 

 
前述１．により再ゾーニングされた各水揚げ・荷さばきエリア毎に、前述２．において

計画する荷さばき所と岸壁について、「陸揚げ」「選別計量」「フォークリフト運搬」「陳列・

入札」「立替・出荷」等のエリアに区画化を行い適正な施設配置及び動線を設定するとと

もに、一般車両・人の入場管理を行う。 
 

〈 ７．その他特記事項 動線計画図 参照 〉 

 
高度衛生管理エリア内への外部からの進入車両は、原則として岸壁への直積みトラック

等に限定するとともに、進入にあたっては、タイヤの洗浄と使用後の岸壁の洗浄を徹底す

ることとする。また、一般車両を出荷・積み込みの動線から排除するため、人工地盤によ

り駐車スペースを確保する。 
荷さばき所内は市場関係者以外の立ち入りを禁止し、入場者の清潔保持（手洗、長靴洗

浄、エアシャワー等）を徹底する。なお、一般の来訪者のため、水産物取り扱い区画とは

完全分離した見学通路等を設ける。 
なお、③、④の陸揚げ岸壁は、必要延長の確保のため、陸揚げ時トラック直積みと他の

水産物の陸揚げが同じ箇所で行われるが、陸揚げ時間のスケジュール管理を徹底すること

で、水産物の動線の輻輳を軽減させることとする。 
 
 
４．水産物の温度管理・低温室の導入等 
 
閉鎖型の荷さばき所で陳列する水産物については、洗浄した衛生的な魚箱を利用し、施

氷することで鮮度保持を図る。また、製氷については、効果的に鮮度保持が可能な海水氷

等を導入する。 
入札まで長時間保管される水産物についても出荷まで常に屋外に晒されないように保

管するとともに、荷さばき所に、水産物の保管に適した室温に調整する低温室を導入する。 
出荷にあたっては、特にトラック直積みの水産物への施氷、シート掛けによる水産物の

保護を行う。 
市場内は水産物の床面直置きを禁止し、清潔な選別台等の使用を徹底する。 

 
５．清浄海水取水施設の導入 
 
陸揚げ・荷さばき時に魚体に直接触れる海水は、持続的に水質が確保できるように殺菌

処理を施した清浄海水を使用するとともに、継続して水質調査を行っていく。 
清浄海水取水施設については、水質の良好な港外等から導入し、各漁業種の陸揚げ・荷

さばきに使用する十分な量、適正な給水配置、維持管理費等を勘案し、検討を継続する。 

 
６．排水処理施設の導入 
 
作業排水の処理は、岸壁及び荷さばき所の床面勾配を適正に設計し、排水処理は従来ど

おり排水処理施設へ集約し、適正処理を施した後に排出するシステムとする。 
作業排水を確実に排水溝に集めるため、定期的な排水溝の点検・清掃・排水の水質点検

を実施する体制を構築する。 
また、水揚げ時のまき網船やサンマ棒受け網の船倉水の排水処理については、比較的海

水交換が盛んな港外で排出する等の対処方針について、漁業活動、漁業経営、処理コスト

港内の水質等を勘案し、検討を継続する。 
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７．適切な廃棄物処理等 
 
岸壁及び新設する荷さばき所で発生する廃棄物は、水産物を取り扱う区域と完全に分離

した配置で、専用容器及び閉鎖型の保管場所を設置する。 
新設する荷さばき所は、廃棄物が床面に滞留しないように、汚れが付着しにくく、洗浄

しやすい素材を採用する。 
岸壁及び荷さばき所は、所定箇所以外は関係者以外の立ち入りを制限し、一般市民によ

る汚染物質の混入を防ぐ。 
 
８．情報の記録・保管 
 
諸外国への輸出など国際競争力を高めるため、諸外国が求める HACCP の認定取得や

トレーサビリティの導入を検討する。 
HACCP 導入にあたり、各種検査（魚体検温、菌類、放射能等）を定期的に実施し、情

報公開可能な体制を構築する。 
市場関係者を対象とした衛生管理講習会を定期的に実施し、衛生管理の高度化と作業効

率化について、PDCA サイクルを実践する体制を構築する。 
 

 

 

高度衛生管理を実施するための体制の構築  

現在、石巻市では東日本大震災による甚大な被害から水産業の復旧・復興を進めるため、

行政、学識経験者、商工、水産加工、買受人、市場関係者等で構成されている「石巻市水

産復興基盤整備推進検討委員会」を立ち上げている。検討委員会では、水産業復興に係わ

る事業の進め方等を検討し、課題を解決する方策を検討している。また、検討委員会の下

部組織として、「水産物地方卸売市場施設整備検討部会」及び「水産加工団地整備検討部

会」を設置し、高度衛生管理に対応したハード・ソフト対策の検討を行っている。 
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４．高度衛生管理を推進するための施設整備計画の内容 

該当する 

事業名 
事業主体 施 設 名 計画数量 予定年度 備 考 

水産物供給基盤

整備事業 

宮城県 

 

宮城県 

 

石巻市 

 

石巻市 

 

宮城県・

石巻市 

-7.0ｍ岸壁 

 

道路 

 

荷さばき所 

 
荷さばき所用地（人工地盤） 

 

駐車場（人工地盤） 

 

1,000m 

 

1,110m 

 

一式 

 

  900㎡ 

 

7,100㎡ 

H24～27H   

◆施設の設計にあたっては、震災時も安定的な陸揚げ、荷捌きを可能とするよう、所要の耐

震設計を施すこととする。 

◆施設規模について、現状の水揚げ量が今後も安定的に維持されることを前提に、高度な衛

生管理に必要となる規模を算定する。 

◆荷さばき所の整備にあたっては、清浄な海水の取水施設、水産物の保管に適した温度調整

が可能な機能、清浄な氷の供給施設、高度衛生管理外から荷さばき所及び陸揚げ岸壁への

人・車の出入場の際の洗浄施設、放射能等の検査室、トラックスケール等水産物の計測・

計量施設を導入する。 

 

５．高度衛生管理対策の推進により見込まれる効果 

石巻漁港は、特定第３種漁港として、全国の主要消費地市場への水産物の安定供給に重

要な役割を果たしているが、近年の安全で安心な水産物を求める消費者ニーズの変化に的

確に対応するため、早急に漁港において取り扱う水産物の衛生管理の強化を図ることが求

められている。 

そのため、衛生管理に対応した岸壁と荷さばき所を一体的に整備するとともに、市場関

係者自らによる衛生管理体制の強化が図られることにより、国民に安全・安心な水産物を

提供するものであり、付加価値の向上と魚価の安定が実現される。また、本基本計画によ

る衛生管理対策によって、石巻漁港のブランド価値の向上や海外への水産物の輸出の強化

等が図られ、周辺地域の活性化も期待される。 

 

６．基本計画の着実な推進に係る事項 

＜地域計画と本計画との整合性＞ 

・石巻市震災復興基本計画では、東日本大震災で壊滅的な被害を受けた石巻市地方卸売市

場について、以下のように位置づけており、本基本計画と整合がとられている。 

「１．高度衛生管理を導入し、海外マーケットに通用する新しい卸売市場」 

「２．津波避難機能・観光機能等を兼ね備えた多機能な新市場」 

＜地元・関係部局等との調整状況＞ 

現在、「石巻市水産復興基盤整備推進検討委員会」及び「水産物地方卸売市場施設整備

検討部会」、「水産加工団地整備検討部会」では、石巻市、石巻市水産復興会議、学識経験

者、水産庁、宮城県、石巻市買受人組合、石巻市冷凍協議会、石巻市水産加工業組合、全

漁連、石巻商工会議所、渡波水産加工業組合、宮城県沖底組合、宮城県旋網組合、廻船問

屋、石巻観光協会等の関係機関で議論を行っており、漁港施設の機能・配置に関する共通

認識を図っている。 

＜施設の管理・運営体制＞ 

施設の管理及び完成後の管理については、漁港管理者である宮城県、石巻市地方卸売市

場の開設者の石巻市、株式会社石巻魚市場で行う。 
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７．その他特記事項（特記事項、参考となる資料等） 

１）高度衛生管理施設の整備に要する想定事業費    12,600百万円 

 

２）施設整備年次計画図 

 

 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

岸壁 （設計）    

道路 （設計）    

荷さばき所 （設計）    
荷さばき所用地

（人工地盤） 
（設計）    

駐車場 

（人工地盤） 
（設計）    

 

３）高度衛生管理施設整備位置図 

 

 
 
 

４）主要施設断面イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波避難機能、水産物の直販施設等観光機能を持

つ複合施設については、別途他の事業で計画 
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５）動線計画図 

【①荷さばき所（東）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②荷さばき所（中央）】 
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【③荷さばき所（トラック直積み）】 
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【④荷さばき所（西）】 
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６）取水・排水計画 
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